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一人一人の解釈を生み出す物語文の指導
―思考の言語化を取り入れた単元構成を通して―

長期研修員 佐藤 多佳子

《研究の概要》

本研究は、小学校国語科「読むこと」において、思考の言語化を取り入れた単元構成によ

り、一人一人の物語文の解釈を生み出すことをねらいとしたものである。具体的には、考え

たことを話したり書いたりする言語化を取り入れながら、つかむ過程で物語文全体の概要を

とらえて単元の学習についての見通しをもち、追究する過程で課題を解決しながら主題に迫

り、まとめる過程で学習を振り返り自分の言葉で再構成ができるよう、指導の工夫を図った。

キーワード 【国語―小 物語文 解釈 思考の言語化 単元構成】

Ⅰ 主題設定の理由

新学習指導要領では、言葉を通して的確に理解

し、論理的に思考し表現する能力をはぐくむこと

を重視している。「読むこと」の領域では、「解

釈」という言葉が明記され、理解したことに自分

としての考えをもつことが示されている。また、

平成21年度の群馬県学校教育の指針では、「言語

能力の確実な習得を図る指導の充実」に重点目標

を置き、「目的を明確にした様々な言語活動の設

定」が提言されている。これらのことから、「読

むこと」の領域でも、言語活動を充実させながら

考える授業を展開することが求められていると言

える。

協力校の児童の実態をみると、物語文を読んで

書かれてあることに気付いたり、短い言葉で感想

を表現したりできる。しかし、イメージと感覚で

読み進めてしまう傾向にあり、作品のストーリー

にそって深く味わうための方法が十分に習得でき

ていない。また、物語文の解釈が断片的なものに

なる傾向にある。一方協力校の教師対象のアンケ

ートからは、物語文の授業の課題として、児童の

興味を持続させ、多様な意見を引き出すことの難

しさが挙げられている。

そこで、本研究では、「思考の言語化を取り入

れた単元構成」の工夫をした。この単元構成では、

物語文全体の概要をつかみ見通しをもった上で、

主題に迫る課題について書いたり話し合ったりし

ながら解決していく。最後に、それまでの学習を

振り返り、自分の言葉で再構成して書き、友達と

交流し合う。

このように授業を進めることにより、児童一人

一人の物語文の解釈を生み出すことができると考

え、本主題を設定した。

Ⅱ 研究のねらい

物語文を読む学習において、物語文全体の概要

をとらえて単元の学習について見通しをもった上

で、課題を解決しながら主題に迫り、学習を振り

返るという単元構成に、考えたことを話したり書

いたりする言語化を取り入れることにより、一人

一人の物語文の解釈を生み出すことができること

を、実践を通して明らかにする。

Ⅲ 研究の見通し

１ つかむ過程で、作品の設定や視点、作品構造

をとらえることによって、物語文全体の概要を

つかみ、単元の学習について見通しがもてるで

あろう。

２ 追究する過程で、作品の主題に迫るための課

題を、話し合いをしながら解決していくことに

よって、叙述に着目したり関連付けたりしなが

ら物語文の内容を理解することができるであろ

う。

３ まとめる過程で、理解したり考えたりしたこ

とを自分の言葉で再構成して書き、友達と交流

し合うことによって、一人一人の物語文の解釈

を生み出すことができるであろう。
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Ⅳ 研究の内容

１ 一人一人の解釈を生み出すとは

物語文の内容を理解し、その作品に自分にとっ

ての意味付けをすることである。

新学習指導要領では、「解釈」という言葉が明

記されるようになった。その解説によると、「文

章の解釈とは、本や文章に書かれた内容を理解し

意味付けること」とある。具体的には、「今まで

の読書経験や体験などを踏まえ、内容や表現を、

想像、分析、比較、対照、推論などによって相互

に関連付けて読んでいく」「文章の内容や構造を

理解したり、その文章の特徴を把握したり、書き

手の意図を推論したりしながら、読み手は自分の

目的や意図に応じて考えをまとめたり深めたりし

ていくことである」と説明されている。

つまり、新学習指導要領では、叙述を基に書か

れた内容を理解することに加え、そこに自分にと

っての意味付けをすることまでが含まれているの

である。物語文の表現や内容を授業で理解しなが

ら、それぞれの児童が自分の読書経験や体験をふ

まえて意味付けすることにより、一人一人の解釈

が生まれると考える。

２ 思考の言語化を取り入れた単元構成とは

「思考の言語化」とは、自分の考えを「明確に

する」、「整理する」、「他と共有する」ために、

話したり書いたりすることである。これらの活動

は、一人一人の物語文の解釈を生み出すために必

要であると考える。

本研究における「思考の言語化」は、「自分の

考えを仲間と話し合う活動」と「学習のまとめと

して、それまでに学んだことを再構成して、自分

の言葉で書くこと」の二つを主に対象とする。

まず、「自分の考えを仲間と話し合う活動」と

は、課題について、まずはノートやワークシート

に自分の考えを書き、小グループや全体で考えを

交流し、振り返って再度自分の考えを書くという

一連の流れのことである。『認知心理学からみた

読みの世界』（佐藤公治著）によると、「自分の

頭の中で考えていた内容がことばで表出すること

によって明確化・客観化され、さらに共有化も可

能となる」とあり、「個々人の理解や知識は、対

話と社会的相互作用の中で影響を受けながら形成

される」ことが明らかにされている。つまり、仲

間との話合いを通して、自分の気付きや考えを明

確にできると考える。

次に、「学習のまとめとして、それまでに学ん

だことを再構成して、自分の言葉で書くこと」と

は、主題に迫り解釈したことを、自分なりの表現

でまとめることである。自分の考えを実際に文字

にすることで思考が深まり、整理され、明確にな

ると考える。その方法については様々であるが（表

１）、どの方法を使うかは、つかむ・追究する過

程で、理解してきた内容や、着目してきた表現方

法を活かすことが望ましい。表現方法にも着目す

る理由は、学んだ読み方が他の作品を読む時にも

使える力となるからである。

「思考の言語化を取り入れた単元構成」とは、

追究する過程やまとめる過程で、話し合う、書く

など、思考を言語化する活動を効果的に取り入れ

られるように、単元を構成することである。

まず、つかむ過程では、物語文全体の概要をつ

かみ、単元の学習への見通しがもてるようにする。

そのために、作品の設定（時、場所、登場人物、

中心人物）や視点、作品構造をとらえる（表２）。

こうすることで、この後の学習において、一時間

に一つの課題についてじっくりと考えを深めるこ

とができる。また、つかむ過程に多く時間を取る

ことによって、物語文全体を何度も繰り返し音読

することもできる。なめらかに音読ができること

は、文章の解釈において基礎となる力である。

次に、追究する過程では、作品の主題に迫るた

・物語文を書き換える
・続きの物語文を書く
・主題について、自分の生活につなげた感想文を書く
・作者の書きぶりについての評論文を書く

Ａ

内
容

Ｂ

表
現

・視点を変えて
・同じ場面構成で
・会話文、行動描写、情景描写を取り入れて
・表現技法（比喩、繰り返し、対比など）を使って

※ＡとＢとを組み合わせて設定する

「作品の設定」→物語文全体の概要が分かる
・その作品の時、場所、登場人物、中心人物のこと。

「視点」→誰の気持ちを考えていけばよいのか分かる
・どの登場人物の目と心に寄り添って物語文が書かれて

いるかということ。
「作品構造」→どこを中心に考えていけばよいか分かる
・中心人物が、どんな事件や出来事がきっかけになって、

どんな結末になるかという、基本構造のこと。

「中心人物がＡ→Ｂになった理由を探ろう」
「対比して読もう」
「題名の意味を考えよう」

単元の学習への見通し例 主
題
へ
迫
る

表１ まとめる過程での言語化の方法例

表２ 単元の学習への見通しをもたせる方法
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めの課題を追究していく（表３）。話したり書い

たりする活動（言語化）を取り入れながら、考え

の根拠についても明確にし、共有していく。つか

む過程で物語文全体をとらえているため、読み取

りが断片的にならず、叙述と叙述、場面と場面を

関連付けて内容を理解していくことができる。

さらに、まとめる過程では、理解したり考えた

りしたことを自分の言葉で再構成して書き、友達

と交流し合う。

以上のような三つの過程で単元を構成すること

により、「思考の言語化」を効果的に取り入れる

表３ 作品の主題に迫るための課題設定の方法

主題とは
文章における中心的な内容。学習指導要領の内容をふまえ、

本研究では、まず、題名や山場に注目し、中心人物の心の変化をとらえる。
その上で、読者自身の心に一番強く残ったものを主題ととらえている。

主題に迫るための課題設定の方法
①題名、山場、中心人物の変容のきっかけに着目する。
②①に向かうための課題を、段階的に２～３つ設定する。

＜例＞
課題１…課題２や課題３につなげるために必要な課題。
課題２…課題３につなげるために必要な課題
課題３…主題に迫るための課題

課題１

課題２

課題３ 主題

ことができ、一人一人の物語文の解釈を生み出す

ことができると考える。

図１ 研究構想図

物語文の解釈を生み出した児童

＜つかむ過程＞
作品の設定や視点、作品
構造をとらえる

＜追究する過程＞
作品の主題に迫るための
課題を、話し合いながら
解決する

＜まとめる過程＞
理解したり考えたりしたこ
とを、自分の言葉で再構成
して書き、友達と交流し合う

児童の実態
・作品のストーリーにそって深く味わうための方法が

十分に習得できていない
・解釈が断片的なものになる傾向にある
・物語文に、自分としての意味付けをすることに慣れてい

ない

物語文全体の概要をつかんで見通しをもった上で、作品
の主題に迫りながら、叙述に着目したりそれらを関連付
けたりして内容を理解し、物語文に自分
としての意味付けをすることができる。

思
考
の
言
語
化
を

取
り
入
れ
た
単
元
構
成

・物語文全体の概要
をつかむ

・単元の学習につい
て見通しをもつ

・叙述に着目したり
関連付けたりしな
がら、物語文の内
容を理解する

・物語文に自分と
しての意味付けを
する

Ⅴ 研究の計画と方法

１ 実践計画

対 象 小学校第４学年

単 元 名 「くらべて読もう」 ＜教材名：「一つの花」＞

実 施 期 間 10月５日～10月23日

授 業 者 長期研修員 佐藤 多佳子

２ 抽出児童

Ａ 自分の感覚で読み進め、考えたことを書くときにも抽象的な短い言葉になることが多い。場

面を対比して読ませることで着眼点を明確にし、叙述を基にした解釈をさせたい。

Ｂ 叙述に着目して読み、分かったことを書くことができる。叙述と叙述を関連付けさせるとと

もに、物語文の表現の工夫にも着目させ、その効果を理解させた上での解釈をさせたい。

３ 検証計画

検証計画 検 証 の 観 点 検証の方法

見通し１ つかむ過程で、作品の設定や視点、作品構造をとらえるこ ・活動状況の観察

とは、物語文全体の概要をつかみ、単元の学習について見通 ・ワークシートの分析

しをもつ上で有効であったか。

見通し２ 追究する過程で、作品の主題に迫るための課題を、話し合 ・活動状況の観察

いながら解決していくことは、叙述に着目したり関連付けた ・ワークシートの分析

りしながら物語文の内容を理解する上で有効であったか。

見通し３ まとめる過程で、理解したり考えたりしたことを自分の言 ・活動状況の観察

葉で再構成して書き、友達と交流し合うことは、一人一人の ・ワークシートの分析

物語文の解釈を生み出す上で有効であったか。 ・物語文（児童作品）の分析
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４ 単元の目標及び評価規準

(1) 単元の目標

時代背景や登場人物の行動・様子などについて、場面の変化に注意しながら読み、題名「一つの

花」が象徴することを考え、自分としての解釈をもつ。

(2) 評価規準

関心・意欲・態度 読む能力 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

単元の学習への見 場面の移り変わりに注意しながら、 言葉には、登場人物の考えたこと

通しをもち、課題を 登場人物の気持ちや状況の変化につい や思ったことを表す働きがあること

追究していこうとす て、叙述に着目したり、叙述と叙述を に気付いて、登場人物の言葉や行動

る。 関連付けたりしながら想像している。 と気持ちとを関連付けている。

５ 指導計画（全10時間）

過程 時間 学 習 活 動 研究上の手だて
１ ○ 作品と出会い、単元の

学習内容を知る。
２ ○ 登場人物や中心人物、

視点を考える。 ● 三人称客観視点の物語文の場合には、登場人物の気持ちを考えるとき
３ ○ 時の設定に着目して、 には、会話文、地の文の行動描写に着目するという読み方に気付くよう

作品の構造を考える。 にする。
○ 二つの場面を比べる観 ● 戦争中と十年後と、大きく二つの場面からできていることに気付かせ、

点を見つける。 二つの場面を比べる観点（ゆみ子、時代、食べ物、お父さん、コスモス
つ ○ 単元の学習への見通し の花）を中心に読み進めるという見通しをもたせる。
か をもつ。
む

４

○ ゆみ子の人物像を考え ＜本時の学習課題＞
ながら、戦争中という時 戦争中のゆみ子は、わがままでしょうか

５ 代背景をとらえる。
●この課題を考えさせることで、ゆみ子の年齢や時代背景を

関連付けられるようにする。
○ お父さんの言動を中心 ＜本時の学習課題＞

追 に読み、ゆみ子への思い お父さんがゆみ子をめちゃくちゃに高
究 ６ を考える。 い高いするのは、なぜでしょう
す ●この課題を考えさせることで、お父さんのゆみ子への思い
る や、第５時で理解した時代背景を関連付け、お父さんの言

葉にならない思いに気付かせる。
○ 題名でもある「一つの ＜本時の学習課題＞

花」が象徴することを考 一つの花にこめられたお父さんの思い
７ える。 は何でしょう（主題）

●第５時、第６時で理解した内容を関連付けながら、
題名である「一つの花」の意味を、お父さんの思いに
つなげて考えさせることで、主題に迫れるようにさせる。

○ お父さんの思いを、十 ● お父さんの思いを、十年後のゆみ子に教えてあげられる人は
８ 年後のゆみ子に教えてあ だれかを話し合い、お母さんのゆみ子への愛情にも目を向けられる

げる、お母さんの物語文 ようにする。
を書く。（戦争中の場面）

ま ○ お父さんの思いを、十
と 年後のゆみ子に教えてあ
め ９ げる、お母さんの物語文
る を書く。（十年後の場面） ● 内容だけでなく、作品の設定、場面構成、題名の工夫など、作者の書

きぶりについても今までの学びを活かせるように書く条件を示す。
○ 書いた物語文を読み合 ● 友達の作品について、表現の工夫に着目させ、自分の解釈をさらに広

１０ い、友達の表現のよさを げるようにする。
評価し合う。

＜課題＞お母さんが、「お父さんの思い」を十年後のゆみ子

に教える物語文を書こう

「戦争中と十年後の場面をくらべて読もう」

単
元
の
学
習
へ
の
見
通
し
を
も
つ

主
題
に
迫
る
課
題
追
究

ゆみ子
（時代・食べ物）

お父さん

コスモスの花

物語文全体の概要をつかんで、単元の学習への見通しがもてる
ようにする

●二つの場面を比べて読むことによって、様々なことが変
化しているが、たった一つ「お父さんの思い」だけは変
わらないことが浮かび上がってくる。そこに気付かせる
ことで主題に迫ることができると考え、「場面をくらべて
読む」という単元の学習への見通しを設定した。
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Ⅵ 研究の結果と考察

１ 作品の設定や視点、作品構造をとらえることの

有効性について

(1) 結果

第２時

第２時は、まず、登場人物や中心人物を確認し

た。次に、「だれの視点から書かれているか」に

ついて考えた。ほとんどの児童が、今までの学習

経験から、「中心人物の視点で物語文は書かれて

いるから、ゆみ子の視点である」と意見を出した。

しかし、一人の児童が文末に着目し、「地の文

に～でしょうか、～かもしれませんとあるから、

語り手の視点だと思う」と気付いた。この児童の

意見を活かし、「一つの花」は初めて出会う三人

称客観視点の物語文であると指導した。また、三

人称客観視点で書かれている物語文の「読み方」

を考えさせた。その結果、「会話文」や「地の文

の行動描写」に着目する「読み方」についての記

述が、児童の振り返りに多く見られた（表４）。

第３時

第３時は、まず、物語文の中から８つの文を選

んで順番を変えてカードに示し、正しい順番に直

しながらあらすじをつかませた。次に、そのカー

ドを使って二つの場面に分けるように指示をした

（図２）。児童は、「ゆみ子が小さい、お姉さん

になっている」「お父さんがいる、いない」など、

様々な理由で分けていた。そこで、「場面は、時

と場所が変わるところで分ける」という既習事項

・文末に気を付けて、語り手の気持ちも考えようと
思います。

・地の文の、登場人物がやっていることを注意しな
がら読もうと思います。

・語り手といっしょに、目げき者のように読もうと
思います。

・会話文から、登場人物の気持ちを考えようと思い
ます。

図 ２ 場 面 分 け の 様 子

表４ 第２時の振り返り

を思い出させ、「一つの花」の場合は大きく時間

が変わるところがあることに気付かせた。

第４時

第４時は、まず、二つの場面から構成されてい

るという前時の学習を振り返り、「どちらの場面

のゆみ子の方が幸せか」と投げ掛けた。すると、

児童は口々に自分の考えを話し出した。そこで、

本時の学習課題を設定した。

学習課題 「戦争中と十年後、どちらのゆみ子

の方が幸せか」

この課題について話し合うことによって、場面を

比べる観点が出された。児童から出された観点は、

「時代、食べ物、ゆみ子、お父さん、コスモスの

花」の五つであった。話合いの結果、幸せなのは、

「戦争中」が16名、「十年後」が15名となり、様

々な意見が出された。そこで、次の授業からは、

五つの観点を一つ一つ取り上げ、「場面を比べな

がら読もう」と、単元の学習について見通しをも

たせた。児童の振り返りには、次のように、比べ

る観点を明確に意識した記述が見られた（表５）。

(2) 考察

このように、つかむ過程で、作品の設定や視点、

作品構造をとらえることによって、登場人物の気

持ちを探る方法を考え出すことができた。具体的

には、会話文や、地の文の行動描写に着目するこ

である。また、大きく二つの場面に分かれていて、

対比させると、時代、食べ物、ゆみ子、お父さん、

コスモスの花など様々な変化があることに気付か

せることができた。「比べて読む」という学習の

見通しをもたせた理由は、様々な変化がある中で、

「お父さんのゆみ子への思い」（主題）だけは変

わらないことが浮かび上がってくるためである。

また、つかむ過程に時間をかけたことで、物語文

全体を繰り返し音読することもできた。

このようにして、比べる観点を基に、場面を対

比しながら登場人物の気持ちを考えていこうとい

う単元の学習についての見通しをもたせることが

できたと言える。

・お父さんがいる戦争中の方が幸せだと思ったけど、
十年後の場面には、「いっぱいのコスモスの花」
「お肉とお魚とどっちがいいの」「スキップ」な
ど、幸せそうなことがたくさん書いてあったので
まよいました。

・平和になった十年後の方が幸せだと思いましたが、
お父さんがいないから戦争中かと思いました。

・２つの場面のどちらのゆみ子が幸せなのか、場面
を比べながら読んでいこうと思います。

表５ 第４時の振り返り
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２ 作品の主題に迫るための課題を、話し合いなが

ら解決していくことの有効性について

(1) 結果

第５時

追究する過程では、課題解決のために、自分の

考えを書く→三人で話し合う→全体で話し合うと

いうステップを踏んで、最終的な自分の考えを書

かせ、毎時間、各自の思考を言語化させた。

第５時は、戦争中と十年後のゆみ子を比べて読

んだ。前時のワークシートで、「戦争中のゆみ子

はわがまま」という記述が多く見られたのでそこ

に着目し、学習課題を提示した。

最初の考えでは、「わがままである」という意

見が過半数であった。話合いの中で出された意見

は、主に次のような内容である（表６）。

両方の立場の理由に共通していたことは、ゆみ

子の行動や言葉を、今の自分とつなげて考えたこ

とである。しかし、「わがままではない」の理由

の中で、時代背景や、ゆみ子がまだ幼いことに着

目した意見が出され、共有することにより、時代

背景や人物像と関連付けて考えられるようになっ

てきた。抽出児童の変容は、次のとおりである（表

７・８）。

表７ 抽出児童Ａの変容

わがままだと思います。理由は、ごはん
の時もおやつの時も、もっともっとと言っ
てほしがり、お母さんの分から一つもらっ
てしまうからです。

ぼくは、さいしょわがままだと思ってい
たけど、よく考えると、食べ物がなくてお
なかがすいてしかもがまんできなくて「一
つだけ―」と言ったと思います。そして、
わがままではない方に変えました。それを
学びました。

最初の考え

授業後の考え

抽出児童Ａ

学習課題

「戦争中のゆみ子はわがままでしょうか」

「わがままである」
・「一つだけ―」と言って、いくらでもほしがるか

ら。
・いくらでもほしがって、お母さんがあまやかして

いるから。

「わがままではない」
・わがままというのは、ダメと言ってもやること。

ゆみ子のお父さんとお母さんは、ダメと言ってい
ないから。

・戦争中で、食べ物が少ないからしかたない。
・小さい子だからしかたない。

表６ 授業中に出された児童の意見

三人組、全体での話合いの後、抽出児童Ａは、立

場そのものを変え、抽出児童Ｂは、理由の書き込

みを増やした。全体では、授業後には、９６％の

児童が人物像と時代背景とを関連付けた記述がで

きていた（図３）。

第６時

第６時は、戦争中と十年後のお父さんを比べて

読んだ。十年後の場面ではお父さんが登場してい

ないことから、戦争中の場面を中心に読んだ。お

父さんが高い高いをしている様子が、あまり楽し

そうでないことに着目させて学習課題を示した。

お父さんの会話文にある、「食べ物」や「喜び」

と言う言葉に着目して、お父さんの思いを考えた。

さらに、時代背景と関連付けた授業をした。しか

し、授業後の振り返りの記述を見ると、お父さん

の愛情を読み取った記述は全員に見られたのだ

が、時代背景と関連付けて、お父さんの言葉にな

らない思いに迫れた記述ができた児童は、３５パ

ーセントと低かった（図４）。

図４ 第６時の評価

29人 1 1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ゆみ子の人物像と時代背景とを

関連付けて記述できた児童

できている できていない 欠席

11人 20人

0% 20% 40% 60% 80% 100%

お父さんの愛情と時代背景とを

関連付けた記述ができた児童

できている できていない（お父さんの愛情のみの記述）

学習課題 「お父さんがゆみ子をめちゃくちゃ

に高い高いするのは、なぜでしょう」

わがままではないと思います。理由は「一つだけ
ちょうだい」と、口ぐせしか言っていないからです。

○○くんの、「戦争中だから、食べ物が少ない」
という意見を聞いて、「一つだけちょうだい」と
言うのも小さい子にはあたりまえだと思いました。
ゆみ子はやっぱりわがままではないと思います。

最初の考え

授業後の考え

抽出児童Ｂ

図３ 第５時の評価

表８ 抽出児童Ｂの変容
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第７時

第７時は、戦争中と十年後のコスモスを比べて

読んだ。お父さんが汽車に乗って戦争に出かける

とき、どこを見ているかに着目させた。そして、

題名でもある「一つの花」には何か大切な意味が

ありそうだと気付かせ、学習課題を示した。

最初、抽出児童Ａは一輪のコスモスの花が咲い

ていた場所や様子「プラットホームのはしっぽの

ごみすて場のような所に、わすれられたようにさ

いていたコスモスの花」に着目した考えをもって

いた（表９）。抽出児童Ａは、グループでの話合

いで他の児童に意見を賞賛してもらい、自分の考

えに自信をもつことができた。しかし、ほとんど

の児童が、「お父さんのことを忘れないでね」「い

つまでも元気でいてね」など、自分のイメージか

らの抽象的な書き込みであった。また、抽出児童

Ｂのように（表10）、コスモスに込められた深い

意味に気付いていない児童も多く見られた。

図５ 話合いの様子

抽出児童Ａの他にも、一輪のコスモスが咲いて

いる場所や様子に着目できた児童がいたので、全

学習課題 「お父さんが、一輪のコスモスの

花にこめた思いは何でしょう」

「わすれられ
たように」
と、書いて
あるから…

「はしっぽ」
と書いてあるから…

表９ 抽出児童Ａの変容

ゴミ捨て場のような所にさいていたコスモス
にこめた思いは、わすれられないように元気に、
すごいよくさいてほしいということと思います。

ゆみ子が元気に、幸せになってほしいな。
ゆみ子、命を大事にするんだよ。

最初の考え

授業後の考え

ゆみ子を喜ばせたいという思いをこめたと思
います。

ゆみ子、このコスモスのように、強く、たく
ましく育つんだよ。

最初の考え

授業後の考え

表10 抽出児童Ｂの変容

体の話合いを取り入れることで共有することがで

きた。また、戦争中に端の方に追いやられていた

コスモスが、何を象徴するか考えさせることによ

って、「お父さんの思い」に迫った。前の時間に

学習した「お父さんの思い」とつなげて考えてい

る児童もいた。このように、個々の児童の考えを

言語化し、共有することにより、多様な意見を児

童から引き出すことができた（表11）。

交流したことを基に、授業の最後では、「一つ
の花に込められたお父さんの思い」（主題）を、
お父さんの心の中の言葉として表現させた。抽出
児童Ａ・Ｂ共に、自分の言葉で書くことができた
（表９・10）。

全体を見ても、すべての児童が多様な意見と自

分の考えを比べながら解釈し、「一つの花に込め

られたお父さんの思い」を振り返り、記述するこ

とができた（図６）。

(2) 考察

このように、主題に迫るために、その前の時間

では、「お父さんの愛情」を解釈し、その愛情に

迫るために、前の時間には、「戦争中という時代

背景とゆみ子の人物像」を解釈するというように、

つながりのある課題構成をし、考えたことを言語

化して共有させてきた。こうすることで、主題に

迫りながら物語文の内容を理解することができた

と言える。また、第６時の実践から、課題設定の

際には、多様な考えを引き出せるか、児童の実態

に合っているかを検討する必要性を実感した。

表11 授業で出された児童の意見

図６ 第７時の評価

31人

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「一つの花」に込められたお父さんの思いが

記述できた児童

できている できていない

「一つの花に込められたお父さんの思い」
＜コスモスの咲いている場所や様子から＞
・わすれられたコスモスのように、がんばって生き

てほしい。
・だれも世話をしないのにきれいにさいているから、

強く生きてほしい。
＜コスモスと時代とを対応させて＞
・戦争中の世の中だから、「平和になるように」と

いう思い。
＜前の時間学習を活かして＞
・ゆみ子に幸せになってもらいたいという思い。
・小さな喜びでも大切にすれば、山ほど喜びをもら

えるという思い。
・「喜びなんて一つもない」と前の場面でお父さん

が言っていたから、将来の喜びをいっぱいこめた。
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３ 理解したり考えたりしたことを自分の言葉で再構

成して書き、友達と交流したことの有効性について

(1) 結果

第８・９時

第８時は、まず、前時で解釈したこと（一つの

花に込められたお父さんの思い）を、十年後のゆ

み子に教えてあげられる人はだれかと話し合っ

た。「お母さん」という児童の意見を基に、別れ

の場面で、お父さんの願いを、お母さんはどう受

け止めたのか話し合った。児童の発想の豊かさを

賞賛し、学習課題を設定した。

物語文は、戦争中と十年後の二つの場面構成に

するため、第８時、第９時に分けて書かせること

にした。

第８時は、まず、前時の振り返りで書いたお父

さんの心の言葉を、ワークシートの上段に貼らせ

た。次に、その下の段に物語文を書くよう指示を

した（図７）。

物語文を書く際には、今までの学習で学んでき

た内容・表現方法を活かせるよう、五つの条件を

与えた（表12）。

条件が五つと多かったが、前時に学習したワー

クシートを使ったことと、これまでの学習を活か

したことで、抽出児童Ａは、お母さん視点で、戦

争中の場面における手紙風物語文をすぐに書くこ

とができた。その他の児童も、条件に合う物語文

図７ 抽出児童Ａのワークシート

挿絵

一輪のコスモスの花
に込められた
お父さんの思い

第
７
時
の

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

第
８
時
の書

き
込
み

学習課題 お父さんの願いを、お母さんからゆ

み子に教えてあげる物語文を書こう

を書くことができた。

十年後の物語文を書く第９時は、まず、第８時

で書いた物語文をグループで読み合い、友達の表

現のよさを発表し合った。児童の気付きを活かし、

いい物語文を書くためのポイントとして共有し、

必須ではないが書くときの工夫として紹介した

（表13）。

抽出児童Ｂは、前時で作者風の物語文を書き、

そのよさを友達に賞賛されたことから、本時もす

ぐに活動を始めることができた。しかし、「お父

さんの願いがかなったね」という抽象的な表現に

なり、その先が進まなかった。その他の児童も「ゆ

み子は幸せになったね」など抽象的な表現になり、

その先が書き進められないという同じ傾向が見ら

れた。抽出児童Ａは何も書けずにいた。そこで、

交流の場を設け、個々の考えを全体で共有させた

（表14）。

表14 交流の様子

表12 書くときに示した条件

共有した表現の工夫（具体例）
・たとえの表現を使う（太陽のように明るい子に育ってね）
・書き出しの工夫をする（会話文から書き始める）
・修飾語をつける（強く、美しく咲いたコスモスの花）

＜交流の様子＞

教師：教科書の１２、１３ページに戻りましょう。この

十年後の場面で、お父さんがいたとしたら、ゆみ

子のどんな姿に一番喜んだでしょうか。

児童：お父さんの願い通り、幸せな子になったこと。

しっかりたくましい子になって嬉しい。

教師：それがどこから分かるか、ゆみ子の姿で教えてく

ださい。

児童：「幸せと分かるところ」

・スキップをしている姿から

・「お肉とお魚とどっちがいいの」という文

・いっぱいのコスモスに包まれているところ

「たくましく育ったと分かるところ」

・ゆみ子が小さなお母さんになってお昼を作

る日というところから

物語を書く条件
１ お母さんから、十年後のゆみ子に、お父さんの願いを教え

てあげるという設定にする。
２ ２つの場面構成で書く。
３ 冒頭に、作品の設定（時、場所、誰、何をしたか）を書く。
４ 会話文を入れて、登場人物の気持ちを表現する。
５ 視点を統一する。

手紙風（お母さんの視点）
作者風（今西さんと同じ書き方）のどちらかを選ぶ。

表13 児童の表現のよさから付け足した条件
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交流の後、抽出児童Ａは、黒板に書かれた友達

の意見を参考にしながら書き進めることができた

（表15）。

また、抽出児童Ｂも、交流の後具体的な記述を

取り入れながら物語文を仕上げることができた。

（図８の下段）

第８時と第９時で書いた物語文の全容を、抽出

児童Ｂの作品（図８）で示した。これを見ると、

「お父さんの思い」を始め、作品の設定や場面構

成など、学んできたことが自分の言葉で書けてい

ることが分かる。さらに、「題名の工夫」や「お

母さんの願いも関連付けて表現する」という工夫

表15 抽出児童Ａの変容（第９時）

＊書き込みなし

今日は日曜日。ゆみ子がお昼を作る日だね。
「お肉とお魚とどっちがいいの」
と言って、買い物に出かけていったね。もしお父さんが生きてい
たら、スキップをしながらコスモスのトンネルをくぐっていくゆ
み子を見て、「ゆみ子、元気で大きくなったね」と、言うだろ
うね。お父さんはきっと、「うれしい」と思っているよ。

最初の記述

授業後の記述

がなされている。仕上がった物語文の評価の観点

は、児童に示した書く条件や、交流の中で新たに

加わった要素で設定した。それを基に教師が評価

した結果、どの児童も、読んで理解したり考えた

りしたことを再構成して、自分の解釈を物語文に

書くことができたと言える（図９）。

第10時

第10時は、友達同士で物語文を読み合い交流し

た。少人数のグループで交流し合ったが、時間を

決め、相手を交代しながら読み合い、なるべくた

くさんの友達の物語文を聞くことができるよう配

慮した。「私は、お父さんの思いを、たくましく

育ってほしいと書きましたが、命を大切にとか、

明るく幸せになってほしいとか、いろいろな考え

方があると思いました」「たとえの表現が使って

あって、とても分かりやすいので、今度書くとき

は自分も使ってみたいです」と、自分とは異なる

表現に触れることができ、「一つの花」の解釈を、

さらに広げている姿が見られた。

１ 評価項目

① お父さんの願いを書く
② 二つの場面で構成する
③ 冒頭に、作品の設定を書く
④ 会話文を入れる
⑤ 視点を統一する（手紙風・作者風）

⑥ 比喩表現
⑦ 書き出しの工夫
⑧ 具体的記述
⑨ 修飾語
⑩ 視点人物になりきった表現

付加的項目

必須項目

２ 評価規準
Ｂ（おおむね満足）

必須項目（①②③④⑤）すべて取り
入れられている

Ａ（十分満足）
必須項目すべてに加えて、付加的項

目（⑥⑦⑧⑨⑩）が複数取り入れられ
ている

19人 12人

0% 20% 40% 60% 80% 100%

物語文（児童作品）の評価

Ｂ（おおむね満足） Ａ（十分満足）

お
父
さ
ん
の
思
い

お母さんの願い

場
面
を
対
比
的
に
構
成

作品の設定

題
名
の
吟
味

図８ 抽出児童Ｂの完成した物語文 図９ 自分の解釈の言語化
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授業の最後に、場面を比べながら「一つの花」

を読んできて分かったことを書かせた（表16・17）。

抽出児童Ａ・Ｂの記述にも見られるように、主題

へ向かう方向性は同じであるが、それぞれの解釈

を自分の言葉で書き表すことができた。

(2) 考察

まとめる過程において、主題に迫りながら理解

したことを再構成して自分の言葉で書くことで、

一人一人の解釈を生み出すことができた。また、

それぞれの児童の個性やよさが表現されていたた

め、友達同士で交流することによって、自分とは

異なる解釈や、表現の工夫に触れることもできた

と言える。

Ⅶ 研究のまとめ

１ 成果

○ つかむ過程で、作品の設定や視点、作品構造

をとらえることによって、物語文の概要をとら

え、場面を対比させながら読もうとする見通し

をもたせることができた。

○ 一時間一時間の課題をつなげて次第に主題に

迫っていくという構成にし、考えを話し合って

全体で共有したことにより、児童は前時の学習

とつなげて叙述に着目したり、叙述と叙述とを

関連付けたりして、作品の主題に迫り、物語文

の内容を理解することができた。

表16 抽出児童Ａの感想

表17 抽出児童Ｂの感想

○ 主題に迫りながら理解した内容を自分の言葉

で表現することで、自分は物語文をどう解釈し

ていたのかを明確にし、一人一人の解釈を生み

出すことができた。また、それまでの学習が活

かされる条件を設定したので、すべての児童が

表現することができた。

○ つかむ過程・追究する過程で、表現の工夫を

おさえてきたため、言語化するときにも、二つ

の場面で構成する、会話文を入れて登場人物の

気持ちを表す、比喩表現を使う、視点を統一す

るなどを実際に使うことができた。また、交流

を通して、自分とは異なる表現のよさに気付く

ことができた。

２ 課題

○ 作品の設定や視点、作品構造については、前

に学習したとらえ方を手がかりにさせたり、次

の学習でも活用させたりして、教師が見通しを

もって繰り返し使える場をつくっていくこと

で、自力で学習できる力を身に付けられると考

える。

○ 主題に迫るための課題については、十分に吟

味する必要がある。児童の実態に合わせること、

すべての児童が解決できるように設定するこ

と、根拠がたくさんあって多様な意見が引き出

せること、明確な指示にすることで、よりよい

課題を追究することができると考える。

○ 読み取った内容だけでなく、作者の表現の工

夫も取り入れて再構成する手法を、様々な教材

文においてその可能性を探っていきたい。また、

本実践では「物語文を書き換える」という形で

言語化したが、「物語の続き話を書く」、「登場

人物に手紙を書く」、「自分の生活と関連付け

て感想文を書く」など、一人一人の解釈を生み

出すための多様な設定を研究していきたい。
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